
































に｢中国のGDP統計にどんな問題が発生したか("What is happening to China's
GDP statistics?")｣という論文を発表し,その中で,中国の公式統計が1998年以
降のGDP成長率を明らかに過大評価しているということを指摘した｡中国政府
が公表した1998年, 1999年, 2000年, 2001年の経済成長率はそれぞれ7. 8 %,
7. 1%,8.0%,7. 3%であるが,同教授は真の経済成長率はそれぞれ-2. 0%-


















1998 涛2000 1998-2001        
GDP 途繧7.1 唐7.32) 2繧     
エネルギー消費 蔦b紕-7.8 1.1 蔦R絣     
都市部就業 ???.6 ???.2 ?繧?
消費者物価指数 蔦繧-1.4 紕-0.5 蔦"      
注:資料出所: Thomas G. Rawski "What is happening to China's Gop statistlCS?"
表2　東アジア地域におけるGDP,エネルギー消費,就業と消費者物価指数の累積成長率
単位:%
日本 I韓国 hﾙ中国 醍     
1957-1961 田rﾓ都1977-1981 塔rﾓ涛1997-2001         
実質GDP 鉄"繧49.7 綯31.8 2繧      
エネルギー消費 鼎85.2 2綯19.8 蔦R絣      
就業 釘綯17.0 湯紕23.2 繧    
消費者物価指数 綯20.6 縒46.6 蔦"         










2 ) "What is happening to China's Gl)P st,atistics?''において,ロースキーは7. 9 0/.を用
いたが,その後に発表した"H()w Fast is China's EcoI10my Really Growing"には,










































































イギリスは, 1973年, 1975年, 1983年, 1988年と1995年においてエネルギー消
費量の増加率は経済成長率より少なくとも4%低く,両者の開差は1980年と1997
年には6%にまで達していた｡
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2) Maddison, (1998)のほか, Wu. (1993), Wu (1997), Wu (2002)など｡中国の
公式GDPを再推計するその他の試みとして, WangandMeng (2001), Keidel







































































































れている｡ Xu (2006)は, 2006年の国際所得国富学会(フィンランド,ヨエンス
ウ大学)で行われた責任者による説明である｡
8)中国の統計制度については,小島(2003)が中央計画経済時代から現在までの論点
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